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スペアナR3466による

	
��

・スペクトル�	を��した����で��4,000�までExcelブックに�り�みます。  �

����の�、#$%にMAX-HOLDを&' することも./で、「2356」や 「9:�;

<」の=>モニタにもCFできます。

�IのシートがPQになるとST%にUのシートにVりWわります。シートがZ[した\3、

シートをST%に]^します。  �_は、a�bスイープghはi�となります。

さらにmがnわるごとにpしい ブックをST%に]^しながら、40m�までデータを�

り$けることができます。この\3、1つの ブックに&vできる�	データは�� �

です。 1mにつき、�� , �	の&vとなります。

・「PEAK」「NEXT-PEAK」「CENTER」「 �~�」のデータを��に�り�むことが./です。

・�り�んだスペクトル�	は、 シートに�Iの１�	だけは、ST%に]�できます。

・��に���を��すると、��を�れた�は��でExcelシートに��され、��Pass/

Failの��ができます。 a�bgh�に��レベルを��に��できます。 また、CATV

の��/6 ¡¢£¤を��から¦�することもできます。 そして、これら��を�れた�	

だけを に©すことも./です。

・スペクトラムアナライザの��を、パソコンから³うことが./です。

µ の「スペクトラムアナライザモード」だけでCFできます。

µ ) , ¸の�	データを に�り�むと、 のブックサイズは、 ～ ¼½のファ

イルサイズになります。
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R3466 R3466N, は、アドバンテストÕのÖ×です。
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2356の=>
a�bâã�に��した��レベル
をäえるとノイズと��します。

スペクトル�	

ノイズ��レベル

��/6 ¡¢ノイズ

������への���

「START」ボタンをクリック

すると、 �Ùの��を³

ったé、��された���

�でスペクトル�	データ

をExcelシートに�り�みま

す。 �¸bの��がêい

\3、シートをVりÜえなが

ら、��4,000�	まで�り

�みます。

ëプログラムはExcelîのアドインと

してT]します。Excelîからëアドイ

ンをïTすると、Excelシートîに、この

ウインドウがñわれます。

Excelシートに��んだデータは、キーボードから

��したデータと�じように、Excelのõ/をöFし

て、]�・÷ø・ØùúをSûに³うことができます。

ëアドインは��んだ�Iのスペクトル�	だけを

ST%に]�しますが、]�	üがýに�らなけれ

ばExcelのグラフウィザードをCFしてSûに]�を

n�してください。



Excelシート�のカーソルを��/��に��し

データ������を !します。

「START」ボタンをクリックするとカーソル��から

データを��みます。

2!345で6!したGP-IBアドレスと=じ?

を6!します。

チェックをDけると、「START」のJ、スペアナの

6!をMNOいません。

アドインをXYします。

é���

é���

Z[\]^の_`とaみbし

データ��を��します。

2!するdfをg!します。hiのg!もk

mです。トレースnoは「 - 」だけが�

�のstとなります。

TRACE 1

2!z、2!{|を}�~に��します。

ただし、��のstとなるのは、��に�り�

んだトレースnoだけです。

2!�に「PAUSE」を�すと、１サイクル2!z、

MJ��となり、もうM�「PAUSE」を�すと

2!を��します。

2!を��~に��します。

データの����を�の��でg!します。

０から１２０�の�でg!kmです。

「MAX-HOLD」で「��」を6!すると、ここで

6!したJ���の�、MAX-HOLDでnoを

�り�け、�の2!J�でそのnoを��z、

M 、noをクリアしたz、�の2!J�まで、

��、MAD-HOLDでnoを�り�けます。

データの����を¡の��でg!します。

０から60¡の�でg!kmです。

スイープ¥ni¦§のg!¨©をNりªえます。

スタート¥niとストップ¥niでg!するか、

センター¥niとスパン¥niでg!するかの

Nªです。

スイープ¥ni¦§(MHz)をキーボードから

[\します。

データの��²iをg!します。

１から4０００の�で[\してください。

·¸の¹ºは、4０００となります。

「STOP」で2!を}»に�¼できます。

「½¾に に_`する」にチェックをDけた

¹ºは、ここに2!½iを[\します。

�¿をÀÁください。

Book

Â!]^?の[\をOいます。

����

チェックをDけると、½DがÃわるごとにÆしい

ブックを}��Èしながら2!データを

_`し�けます。

Æしいブックを�ÈするÉに、É½までの2!

データは、ファイルÌにÍÎ½をDけて_`さ

れます。 Ðえば、 Í Î23½の¹ºは

「 」となります。また、_`される

フォルダは の「ツール」メニューの「オプショ

ン」の「ZÜ」タブのカレントフォルダに6!されて

フォルダです。 ��ÀÁ

Ý 1½ noを�り�むと、_`されるブックの

サイズは、 à�になり、40½��り�けると

6 のバードディスクのãäがåæとなります。

また を に6!している¹º、その

バックアップファイルも½¾に�Èされるため、

è¨のファイルサイズで à�のハードディ

スクのãäをåæとします。
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「½¾に に_`する」にチェックをDけた

¹ºは、ここに2!½iを[\します。

Book

Excelの「ツール」メニューの「オプション」

½¾に2!データ が_`

されるフォルダ��

(Excel Book)

2!?のÂ!レベルを¥niëì¾に[\し

ます。この¦§をíれたデータは、îïでExcel

シートにðñされます。 また、Â!をíれた

noだけをExcel�に�り�むこともkmです。

(zòÀÁ)
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2!3からóôした2!3のõöがðñされます。

2!3の「REF.OFFSET」を6!します。チェックをíすと、「REF.OFFSET」はOFFとなります。

2!3の6!]^を[\します。「ùú」とðñされている¹ºは、ùûの6!]^をそのまま_üします。

「MAX HOLD」は、MAX-HOLDモードでg!²iスイープします。

「AVERAGE」は、AVERAGEモードでg!²iスイープします。

「NORMAL」は��モードで１²だけスイープします。

また、「 」「 」は²iを１にすると「��」がðñれ、g!された2!J���の�、

MAX-HOLD/ - モードで��スイープします。

「M HOLD」は、M -HOLDモードでg!²iスイープします。IN IN

MAX HOLD MIN HOLD

MIN HOLD

ùûデータ[\�のExcelブックを!�~に「��き_`」します。_`する��を2!²iの��で[\します。

Ý)��mのパソコンを� する¹º、	
なバックアップをすることはお�めできません。

Ðえば、noデータを1000à�まで�り�むと、Bookサイズが10MBà�になり、そのBookが	
に_`され

ることになり、パソコンの�きな��となったり、�きなJ�ロスとなります。 また、パソコンのトラブルに{びつい

たりします。バックアップファイルが�Èされるフォルダは、デフォールトでは、 の「ツール」メニューの「オプシ

ョン」からZÜタブを��してðñされるカレントフォルダの��です。

Excel

2!データóôのJ、2!3の6!]^(RBW,VBW,SWEEP TIME,ATT,REF OFS)を=Jに�り�みます。

KLMNLOP

µ）ここで��できない�	は、
��に
Tで��してください。

KLQS�

ÍÎ½／J�

2!3の6!]^ (RBW,VBW,

SWEET TIME,ATT,REF OFS)

PEAK,NEXT-PEAK,CENTERの

2!{|

スペクトルnoデータ（レベル?）

Â!?をíれた?はîïðñ

されます。

スペクトルnoデータ（¥ni）

データが��される��

noデータの１�でもÂ!?を

íれた¹º、この「レベル」��

がîïðñされます。
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TLOPNLのIJ

¥ni¦§ごとに、Â!レベル

を[\します。

��８ !までのÂ!ìの

6!がkmです。

チェックをDけると、�¿に[\したÂ!]^が"#になります。

Â!?をíれたnoだけをExcel�に$します。 チェックをつけた¹º、noデータは%²ExcelシートにM �り�まれますが、PASSの¹ºは、

É²のnoデータに�に��きを&り'します。 FAILデータの¹º、そのデータをExcelシートに$し、�の(に����が��します。

¥ni¦§の[\では、�)/�)のè¥niをåず[\してください。

+)だけでは、Â!が,#になります。

Â!PASS¦§は、�)/�)のè)[\または+)だけでの[\がkmです。

è)の[\をOった¹º、その¦§を�または�にíれたときFAILとなります。

�)だけを[\した¹º、その?を-えたときFAILとなります。

�)だけを[\した¹º、その?を�²ったときFAILとなります。

Â!]^をExcelシートから�り�みます。(./は��ÀÁ)

Â!0í]^をExcelシートから�り�みます。(./は��ÀÁ)

Â!0í¥ni¦§を6!し

ます。 CATVの¹º、12/3

45のô6をÂ!から0íし

ます。

��５０ !まで6!Jきます。

TLUVWX TLUVWX

TLレベル

Excel�のカーソルを��

��に��します。

Â!0í86をアップダウンします。 ��５０までの[\がkmです。

:Â!0í86ごとに、Â!を0íする¥ni¦§を[\します。

Â!0í¦§の[\¨©をNªえます。

1.�;¥niと¥ni¦§で[\します。

2.�)¥niと�)¥niで[\します。

もしåæなら、:Â!0í¦§にコメントを[\します。

ここへの[\は、·¸でかまいません。

Â!0í¥ni¦§を[\します。

åずè¸に=Nなi?を[\してください。

+)だけの[\は,#となります。

[\
ノイズ[\

ノイズ

この��にカーソルを�いて、�¿、Â!]^の

「�>」ボタンをクリックすると、Excelシート�の

データがÂ!]^の[\¸に�り�まれます。

?Éに、Â!]^をExcelに[\しておくåæが

あります。

この��にカーソルを�いて、�¿、Â!0í¥ni¦§の

「�>」ボタンをクリックすると、Excelシート�のデータがÂ!

0í¥ni¦§の１からA8に�り�まれます。

?Éに、Â!0í¥ni¦§をExcelに[\しておくåæが

あります。

�)/�)で[\の¹ºは、「１」を[\し

�;¥niと¥ni¦§での[\は·

¸にします。

「TLOP」の「`a」ボタンの��IJ 「TLUVd
fWX」の「`a」ボタンの��IJ

スペクトラム
j

ここでの¥ni[\¦§は、１ページfのスイープ¥ni¦§とは,CDで[\できます。

Â!0í86をðñします。ここをダブルクリックすると、「１」にEります。
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